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日本語学習者の母語における授受表現の認識と日本語授受補助動詞の習得の関係

について

-中国人朝鮮語母語話者と韓国語母語話者を対象にー

朴錦女

1.はじめに

日本語の授受動詞は「やる/あげるJrさしあげるJrもらうJrいただくJrくれる」

「くださる」など他の言語に比べ多様な形式を持っており、どれも授受補助動詞とし

て使われている。

日本語の授受表現はその形式が多様であるだけでなく、物や好意の移動方向ヰ授受

行為の参加者間の上下・親疎関係などの要素が複雑に絡んでいることから、日本語特

有の表現であり、日本語学習者にとっては非常に習得が難しい項目であるといわれて

いる。

日本語と同じく勝着語である韓国語でも、その韓国語の授受動閣には「手ヰ /juda

/(やる、あげる、くれる)J r普斗 /bat血/(もらう)J r玉司斗 /deurida/ (あ

げる、さしあげる)J r手入lヰ /jusida/(くださる)Jなど4種類しかなし九その中
でも「曽斗 /bat也/(もらう)Jは授受補助動詞としての使用は非文法的だとされ

ている。このような背景から韓国語母語言書者にとって日本語の r~てもらう」は馴染

みにくい表現であると言える。

しかし、 r~ 叶(。ト) 普斗 /~eo (a) batda/J 1が非文法的だと言われている韓

国でも、日韓辞書に r~ 吋(外) 唾ヰ/~eo (a) batda/ Jカ準用されるなどの矛

盾が生じている九母語転移の観点からすると、韓国語の r~ <>1 (0ト) 畦ヰ /~eo

(a) batda/J 表現をすでに使っている人にとっては、日本語の r~てもらう」の習

得に有利ではなし、かと考えられる。

1ローマ字表記は、 mω年大韓民国文化調光部告示第2000.8号「 国語のローマ字表記法(号。1~

豆ロトヰ韮アl唱)Jによるものである。 f-叶(。り 世斗 /--""0(a) ba凶札/Jは韓国語の「曽ヰ/
baばa/(もらう)Jの補助動詞としての形式であるが、韓国語ではこの形式は非文法とされている。
2 韓国語では一般的に f-叶(。ト) 唾ヰ/-曲(a)ba岨a/Jは認知されていないが、しかし、
この表現を認める意見もある。中島・文 (1986)では f-叶 (0ト) 菅斗/-咽 (ωba凶ι/Jに
前接する動詞の制限について言及していて、それによると新たな物を作り出す意味をもっ「竺ヰ(書
く)J、「ユ司ヰ(描く)J、「吐量斗(作る)Jといったいわゆる作成醐司に前接すると指摘している。
また、『コスモス朝和辞典~(1錦8)にも、「斗七叶叶 YOJJ河川電尋金司理~:ll:斗(わたしは母に朝鮮
服を作ってもらった)Jという例文が挙げられている。
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また、日本語教育において、同じものとして扱われている朝鮮語と韓国語でも、 r~

叶(。ト) 菅ヰ /~eo (心 batda/Jに対する認識に違いがある。本稿では、 (r現在」

を削除)大韓民国で使用されているKorean凶 guageを「韓国語」とし、それを母語

とする人を「韓国語母語話者」とする。また、中国圏内の朝鮮族が徒用しているKore田

Languageを「朝鮮語jとし、それを母語とする人を「中国人朝鮮語母語話者」とする。

本研究では以上の 2 点に着目し、 r~ o-j (。ト) 苦斗/~eo (a) batda/ Jが韓国

語母語話者と中国人朝鮮語母語苦者にとってどのように認識されているかを調べ r~

叶(。ト) 普斗 /~eo (心 bat也/J表現に対する同じ言語の地域聞の差異を調べる

ことにする。

また、その漣いが日本語の授受補助動詞の習得において、どのような影響を与える

かを静〈ることにする。

2.先行研究

今まで韓国語の授受表現についての先行研究は主に日本語の r~てもらう」に相当

する韓国語 r~ 叶(。ト)曽斗 /~eo (a) bat也//Jという表現は非文法的であり、

日本語の多謝生から r~てもらう」を韓国語ではその代替形式によって表現されると

いう説が主流であった。

しかし、谷守・林 (2001) では日本語の r~てもらう」を韓国語で表し得る代替の

言語形式について、辞典を調査対象として有効性について検証した結果、韓国語の r~

叶(。ト) 普斗 /~eo (心 bat也/Jという表現はすでに一部では使われており、場

合によっては多くの代替形式より、一番生産的で有用な表現である可能性を示唆して

いる。

同じ言語環境の中でもゆれ励く r~ 叶(。ト) 普ヰ/~eo (a) batda/J表現が、

半世車C):.J上違う環境にさらされていた中国の朝鮮語ではどのように認識されているか

興味深い。そこで、本研究では韓国語の r~ o-j (oト) 畦ヰ /~eo (a) bat也/Jに

対する認識の実態を把握するため、韓国語母語話者と中国人朝鮮語母語話者を対象に

調査を行う。また、その認識の違いがあるのであれば、日本語の授受補助動詞の習得

にどのような影響を与えるかを調べることにする。

3 研究概要

3. 1 研究目的

本研究では、 r~ 叶 (óト) 普斗/~eo (a) batda/Jを韓国語母語話者と中国人

朝鮮語母語話者がどのように認識しているかを明らかにし、 r~ o-j (。ト) 唾ヰ/~
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eo (a) batda/ Jに対する認識の違いが、日本語の授受補助動詞の習得においてどの

ような影響を与えているかについて調べることにする。

3. 2 本研究の仮説

本研究では、韓国語母語話者や中国人朝鮮語母語話者が第三言語としての日本語を

習得する際に母語の転移や干渉が生じているとみる立場から、 f-<>l (0ト) 苦斗/

-eo (a) batda/ Jに対する韓国語母語話者と中国人朝鮮語母語話者の認識の差異を

明らかにし、その差異が日本語の授受補助動詞の習得にどのような影響を与えるかを

明らかにするため、次のような仮説を立てることにした。

仮説1:一般に中国人朝鮮語母語話者は韓国語母語話者より f-叶 (0ト)普ヰ/

/ -eo (a) batda/ Jに対する許容度が高い。

仮説2:f-叶(。ト) 普ヰ/-eo (a) batda/Jに対して許容の度合いが高い

中国人朝鮮語母語話者の方が韓国語母語話者より日本語の授受補助動

詞の習得が容易である。特に、日本語の f-てもらう」の習得において

中国人朝鮮語母帯百者の方が韓国語母語話者より習得が容易である。

3. 3 調査肉容

本研究では、仮説1と仮説2を検証するため、同じ調査対象にアンケート Iとアン

ケートEを用いて調査を行い、二つのアンケート調査の結果について総併旬に分析を

行う。

3. 3. 1 アンケート I

アンケート Iでは、 f-叶 (0ト)普ヰ/-eo (a) batda/Jについての朝鮮語母語

話者と韓国語母語話者の認識を明らかにするため、谷守・林 (2001)の用例を参考に

して日本語の f-てもらう」文を作成し、それを朝鮮語・韓国語に訳し、その訳文に

ついて「正しい・正しくない・よくわからない」など3つの中から判断するように促

した。訳文には f-吋 (0ト)普斗/-eo (a) batda/Jで訳した文が15聞であり、

f-吋 (0ト)手斗-/-e (a) juda/J 4で訳した文が 10問である。本研究では、アン

ケート Iの設問で「正しい」と答えた人数を数え、それが全体に占める割合を許容度

とすることにした。アンケート Iの問題形式は例1に挙げている。

例1:私は先生に推薦状を書いてもらった。

3アンケート Iの設問で rjEしいJと答えた人数を数え、それが全体に占める割合を許容度とする0
4 r手ヰペu白/(やる、あげる、くれる)Jの補助動詞として用いるときの形式である。
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斗七位λ~\3オl 辛誼す全盆 ~~}q.

正しいですか? ( 正しい 正しくない よく分からない)

3. 3. 2 アンケートE

アンケートEでは、授受補助動詞の習得状況を明らかにするため、絵を見てその状

況にあう授受補助動調を選ぶ選択問題を 14間作成した。その内訳は、「私」と「相手」

の関係が上下関係で、さらに身内でない場合が5問、「私」と「相手」の関係が上下関

係で、身内の場合が5問、「私」と「相手」の関係が平等関係の場合が4聞である。ア

ンケートEの問題形式は例2で挙げている。

例2:絵を見てその状況にあうものを次のA.B. C. D. E. Fの中で一つ選んで、ください。

叶叶叶tf 士]吾~号列ァト斗oトバ主主且01スl 詰ミラヰ.

(母は新聞の文字が小さくてよく見えません。)

庄三E且凸1ス1設.0叫吾到。1旦君。

母

①私は母に新聞を読んで。

A あげた B さしあげた C もらった

D いただいた E くれた F くださった

3. 3. 3 調査対象と実施方法

本研究の調査対象となった中国人朝鮮語母語話者は、中国遼寧省j審陽市のある朝鮮

族高等学校の高校1年生と高校2年生である。日本語学習歴は殆ど3年以上5年未満
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である。実施時期は2009年7月である。実施時聞は30分であった。中国人朝鮮語母

語害時の配布商激は100部で、有効回答数は97部であったo

韓国語母語話者は韓国ソウルのK大学の大学生が殆どで、その他に韓国の市民文化

会館で日本語を勉強している人が8名含まれている。日本語の平均学習歴は約3年で

ある。大学の学生は主に中級レベルの授業に参加している学生を対象にした。実施時

期は20ω年9月である。実施時聞は中国LN朝鮮語母語話者と同じく 30分である。韓

国語母語話者の配布部数は87部で、有効回答数は83部であった。

4.調査結果と考察

4. 1 アンケート Iの結果と考察

アンケート I では、一般に中国人朝鮮語母語話者は韓国語母語話者より r~ 叶

(。ト) 苦斗 /~eo (a) bat白/Jに対する許容度が高いという仮説1を検証するた

め、調査を行った。その結果 r~ 叶 (0ト) 畦ヰ /~eo (a)凶tda/Jに対する許容

状況は中国人朝鮮語母語話者の許容度が67%で、韓国語母語話者の許容度は26%であ

り、中国人朝鮮語母語話者が韓国語母語話者より 41%ほと許容度が高かった(グラフ

1とグラフ2を参照)。

グラフ1 中国人朝鮮語母語話者の

許容状況の平均

6略

グラブ2 韓国語母語話者の

許容状況の平均

3% 

..... ・、、2悶

71省 司司・・・F

このような結果は仮説1の全体として中国人朝鮮語母語話者は韓国語母語話者より

r~ <>1 (0ト) 唾斗 /~eo (a) bat白/Jに対する許容度が高いという予想と一致し

ている。

しかし、 r~ 叶(。ト) 普斗/~eo (a) batda/ Jに対して許容度が高い中国人朝

鮮語母語話者においても、 33%の人は r~ <>1 (。ト) 苦斗/~eo (a) batda/Jが正

しくない、或いはよくわからないと判断している。これは韓国同様に r~ 叶(。ト)畦ヰ

/ ~eo (a) batda/Jの位置が中国の朝鮮語の中でまだ確立されていなし、現伏を反映
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している。

r~ 吋 (0ト)唾斗 /~eo (a) bat白，/Jが非文法的とされている韓国語でも、 26%

の韓国語母語話者は正しいと判断していて、谷守・林 (2001) で述べたように r~ 吋

(0ト) 普斗 /~eo (a) bat白/Jの有細企を証明していると考えられる。

また、中島・文 (1986) では韓国語の r~ 叶(。ト) 苦ヰ/~eo (a) batda/Jに

前按する動詞の制限について言及していて、それによると新たな物を作り出す意味を

もっ「全斗(書く)J、「ユ司斗(描く)J、「吐吾ヰ(作る)Jといったいわゆる作成動

詞に直前安すると推討宵している。

本研究では、前接する動詞について同じ分類方法を使ったわけではないが、アンケ

ート I の結果を分析すると r~ "Ì (。ト) 菅ヰ/~eo (a) batda/Jに前按する動詞

に含まれる意味によって r~ 叶 (0ト) 曽斗 /~eo (a)凶tda/Jの許容度が異なる

という結果が得られた。例えば、前接する動詞に情報の移動幅介する、案内する)

や恩恵の移動(援助する、救助する)などの意味が含まれる場合、両母語話者の許容

度が比較的高く、中国人朝鮮語母語話者においては、 r~ 吋 (0ト) 菅斗/~曲(心

batda/Jの許容度が70%以上であった(グラフ4とグラフ5を参照)。

それから、 r~ 叶(。ト) 普ヰ/~eo (a) batda/Jが含まれている文に実物の移

動が生じる場合、実物の移動方向によっても r~ 叶 (0ト) 珪斗 /~eo (a)凶tda

/Jの許容度が異なるという結果が得られた。両母語話者とも実物が相手側から私側

に移動する場合(書く、買う)、 r~ "Ì (0ト) 菅斗/~eo (a) batda/Jの許容度が

高く、実物が私側から相手側に移動する場合(食べる、持つ)、両母語話者とも r~ 吋

(0ト) 菅斗 /~eo (a) bat白/Jの許容度が低かった(グラフ4とグラフ5にある

[→】は実物の移動方向を表す)。グラフ4とグラフ5においてその他に分類された動

調には「待つ」や「座る」などがあるが、両母語話者の許容度には差異が存在するも

のの、各母語話者ごとの許容度は比較的低いことが分かった。

グラブ4 中国人朝鮮語母語話者の グラブ5 韓国語母語話者の

許容状況 許容状況

その他

恩恵

情報

私→相手

相手→私

阿
国

そ@他

恩恵

情報

私→相手

相手→私

阿
国

。，‘ 20" 40踊...‘..略.... 。略 2.略4..‘・0" 80'‘....‘ 

( a 正しい b 正しくない c よくわからない)
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f-叶(。日昔斗 /........so(a) bat血/Jに前接する動詞の意味、それから f-叶

(。日 畦斗/-田(心同t血/Jが吉まれている文において、実物の移動方向によ

って両面語話者の f-叶(。日 唾斗/-田(ゆ bat也'/Jの許容度が異なることに

ついては、今後の課題とし、さらなる研究を行う予定である。

4. 2 YンケートEの結果と考察

中国人朝鮮語母語話者の得点目幅は1点.-12点で、その平均値は6.8点である。中

国人朝鮮語臨謂踏の中で得点が 10点以上の人は1241で全体の 12%を占めている。

韓国語母語話者の得点の幅は2点.-14点であり、その平均値は9.3点である。韓国語

母語話者の中で得点が 10点以上の人は37名で、間おき体の45%を占めている。

両母謡番昔の平均の差についてt検定を行った結果、 1%水準で有意差があった(グヲ

フ3を参冊。

グラフ3 両母梧話者の得点状況

" '6 
H 
'2 
人 w
数 s
6.-.  •• • • 
4 ト一一司「寸，-ー冒骨十寸量一一 -
2 ト一一・-・-・ト・・-・・-_.
o 咽-岨民岨凪岨凪岨凪岨~
か会言急 電舎 ややも
~匂ヘ句 、、

点数

-中国人朝鮮硲母絡話番

〈名〉

.同国錨母錨話者〈名〉

アンケートEの結累日報開綬補助動詞の習得状況において、韓国語母語話者

が中国人朝鮮語母語話者より得点が高かった.

アンケートEの結果をアンケート Iの結果と合わせて分析すると、f-吋(。日畦ヰ

/-田 (a)batda/Jに対して許容の度合いは中国人朝鮮語母語話者の方が韓国語母

謡番昔より 41%ほど高いが、日韓同盟補助動詞の習得においては中国人朝鮮語母

語話者が韓国時母語話者より得点が低かった.

これは f-吋(。日曽斗/-田(品回t也'/Jに対して許容四度合いが高い中国人

朝鮮語母語話者の方が韓国語母藷話者より日本語の授受補助動詞同習得が容易である

という仮説2の予想とは違う結果であった。

さらに仮説Zの日本語の f-てもらう」の習得において中国人朝鮮語母語話者の方
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が韓国語母語話者より習得が容易であるということを検証するため、アンケートEの

r~てもらう」系問題についても分析を行った(表 1 を参照)。

表1 r~てもらう/~ていただく」問題の平均E答率

中国人朝鮮語母語話者 韓国語母簡鰭 両母簡鰭町差

問3 (訳してもらう) 46.39% 68.67% 22.28% 

問5 (作ってもらう) 29.90% 62.65% 32. 75% 

問9(書晶、ていただく) 57. 73% 85.54% 27.81% 

問13(聞いていただく) 44.33% 86.74% 42.41% 

問14(直してもらう) 39.18% 51. 81% 12.63% 

平均正答串 43.51% 71. 08% 27.57% 

r~てもらう」系問題において、韓国語母語話者の平均正答率は 71%で、中国人朝

鮮語母語話者の平均正答率は44%ほどであり、韓国語母語話者が中国人朝鮮語母語話

者より 27%ほど平均正答率が高かった。このような結果は全体の授受補助動詞の得点

状況と同様に、韓国語母語話者が中国人朝鮮語母語言害者の得点が高かった。このよう

な結果は仮説2の r~ <>l (。ト) 普斗 /~eo (a) batda/Jに対して許容の度合いが

高い中国人朝鮮語母語話者の方が韓国語母語話者より日本語の授受補助動詞の習得が

容易である。特に、日本語の r~てもらう」の習得において中国人朝鮮語母語話者の

方が韓国語母語話者より習得が容易である」という予想と異なる結果であった。

4. 3 学習歴が同じである両母語話者の比較

r~ <>l (斗) 畦ヰ /~eo (a) bat也/Jについての許容制兄と日本語の授受補助

動詞の習得との関係をさらに検証するため、日本語の学習歴が同じく 3年以上4年未

満の韓国語母語話者と中国人朝鮮語母語話者について比較を行う。比較の根拠として

は学習歴が同じであると日本語の全体の能力が等しいという考えからである。同じ日

本語能力の二つのグループの r~ 叶 (0ト) 普ヰ /~eo (a) batda/Jについての許

容状況と日本語授受補助動詞の得点状況を調べることによって両者の関係性がさらに

検証できると考えられる。

日本語学習歴が 3 年以上 4 年未満である両母語話者の r~ <>l (0ト) 世斗 /~eo

(a) bat也/Jの許容度は中国人朝鮮語母語話者が54%で、韓国語母語話者は22%で
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あり、 r~ 吋(斗) 普ヰ/~eo (a) batda/Jについての全体の許容伏況と同様に

中国人朝鮮語母語話者の許容度が韓国語母融商の許容度を上回っていた。

それに比べ、その学習歴3年以上4年未満の両母語話者の r~てもらう/~ていた

だく」問題の得点状況を見ると、韓国語母語話者の平均E答率65%ほどで、中国人朝

鮮語母語話者の平均正答率は34%ほどであり、韓国語母語話者の平均正答率が中国人

朝鮮語母語話者の平均正答率をより 31%ほど上回っている(表2を参照)。

表2 r~てもらう/ていただく」問題の正答率の比較

中国人朝鮮語母語話者 韓国語母語話者

問3(訳してもらう) 39.58% 57.14% 

問5(作ってもらう) 31. 25% 52.38% 

問9(書いていただく) 41. 67% 80.95% 

間13(聞いていただく) 31. 25% 80.95% 

間14(直してもらう) 27.08% 52.38% 

平均E答率 34.17% 64. 76% 

このような結果はアンケート I とアンケート Eの全体の結果と同様に r~ 吋(。ト)

曽斗/~eo (a) batda/ Jについては中国人朝鮮語母語話者の許容度が高かったが、

日本語の授受補助動閣の得点状況は韓国語母語話者が中国人朝鮮語母語話者より高

かった。これは仮説 2 の r~ 吋(。ト) 普斗 /~eo (a) bat也/Jに対して許容の度

合いが高い中国人朝鮮語母語話者の方が韓国語母語話者より日本語の授受補助動詞の

習得が容易である。特に、日本語の r~てもらう」の習得において中国人朝鮮語母語

話者の方が韓国語母語話者より習得が容易である」という設定とは異なる結果であっ

た。

4. 4 r -o-j (0ト) 普斗 /-eo(a) batda/Jを許容するグJ!r-プと許容しない

のl戸プの比較
韓国語母語話者と中国人朝鮮語母諦百者の比較では、 r~ 叶 (0ト)畦斗 /~eo (a) 

batda/Jについての許容状況と日本語の授受補助動詞の習得との関係性を証明するこ

とができなかったが、同じ母語話者の中では r~ o-j (o}) 菅ヰ /~eo (a)凶tda

/Jの許容状況と日本語の授受補助動詞の習得にはどのような関係をもっているのだ
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ろうか。これを検証するため、同じ母語話者を r~ 叶 (0ト) 畦斗/~eo (a) batda 

/J を許容するグループと許容しないグループに分け、各グループの r~てもらう」

系問題の得点状況を調べることにした。許容するグループと許容しないグループの分

け方は、アンケート I の r~ 吋 (0ト) 畦斗/~eo (a) batda/ J問題についての判

断状況に基づいてグループを分けた。アンケート I の r~ "I (0ト) 苦斗 /~eo (a) 

batda/J問題15問中、10間以上を正しいと判断した学習者を許容するグループとし、

正しいと判断した問題が5間以下の学習者を許容しないグループとした(表3を参照)。

表3 r~てもらう」系問題の平均正答率

間容するルプ 間容しなし明トプ

中国人朝鮮語母語話者の平均正答率 33.2% 回2.8%

韓国語母語話者の平均E答率 同2.2% 59% 

中国人朝鮮語母語話者の r~てもらう」系問題の得点状況は、 r~ 叶 (ot) 普斗/

~eo (a) batda/J を許容するグループの平均正答率が 33.2%で、 r~ "I (。ト) 唾ヰ

/~eo (a) bat也/J を許容しないグループの平均正答率が 22.8%であり、 r~ 叶 (0ト)

菅斗/~eo (a) batda/ Jを許容するグループの平均正答率が10%ほど高かった。

韓国語母語話者の r~てもらう」系問題の得点状況においても、 r~ "I (0ト) 畦ヰ

/~eo (a) bat也/J を許容するグループの平均E答率が 62.2%で、 r~ 叶 (0ト)普ヰ

/~eo (a) batda/Jを許容しないグループの平均正答率が59%であり、中国人朝鮮

語母語話者同様に r~ 叶 (0ト) 普斗 /~eo (a)凶tda/Jを許容するグループの平

均正答率が高かった。

このような結果は、同じ母語百者の中で r~ "Ì (oト) 普斗 /~eo (a) bat也/J

を許容するかしないかは日本語の授受補助動詞の習得に影響を与えており、 r~ 吋

(0ト) 普斗 /~eo (a) batda/Jを許容するグループが許容しないグループより日

本語の授受補助動詞の習得が容易であると考えられる。

4. 5 考察

アンケート I とアンケート Eの結果をまとめると、 r~ 吋(。ト) 普斗 /~e G心

batda/Jについては仮説1の予想のとおり、全体として中国人朝鮮語母語話者は韓国

語母語話者より r~ 叶 (0ト)畦斗/~田 (a) 凶tda/J に対する許容度が高かった。
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仮説2の r~ 叶(。日 畦斗 /~eo (a) batda/Jに対して許容の度合いが高い中

国人朝鮮語母語話者の方が韓国語母帯百者より日本語の授受補助動詞の習得が容易で

あり、特に、日本語の r~てもらう」の習得において中国人朝鮮語母語話者の方が韓

国語母語話者より習得が容易であるということは中国人朝鮮語母語話者と韓国語母語

話者の比較ではその関係性を証明することができなかった。

仮説2の予想と異なる結果が出た原因は、今回の調査対象者の選択に問題があると

考えられる。今回の調査では、日本語学習歴を基準にして調査対象者を確保したため、

中国人朝鮮語母語話者は中国遼寧省溶陽にある某朝鮮族高校の高校1年生と高校2年

生が対象となり、韓国語母語話者は大学2年から3年生が対象になった。これによっ

て両母語話者の年齢と学習経験に差異が生じたことも一因であると考えられる。また、

調査対象となった中国人朝鮮語母語話者は日本語を第1外国語として勉強いているが、

韓国語母語話渚は英語の学習経験を持っていて、日本語は第2外国語として勉強して

いる。このような外国語の学習経験の違いも仮説2の検誼結果に影響を与えた可能性

も捨てきれない。

このような諸要因から仮説2 は証明されなかったが、同じ母語話者の中では、 r~ 吋

(o}) 世斗 /~eo (a) batda/Jの許容度が日本語の授受補助動詞の習得に影響を

与えており、 r~ <>l (。ト) 唾ヰ/~eo (a) batda/Jを許容するグループが日本語

の授受補助動閣の習得に有利であるという結果が得られた。これは、 r~ <>l (。ト)普ヰ

/ ~eo (a) batda/Jの許容度が日本語授受補助動詞の習得にプラスの影響を与える

ことを証明した結果である。このような結果は、今後調査対象の条件を厳密に揃えて

検証を行うと仮説2の予想が妥当であることの可能性を示唆している。

5 まとめ

本研究の調査結果、一般的に中国人朝鮮語母語話者は韓国語母語話者より r~ <>l 
(0ト) 普斗 /~eo (a) bat也/Jに対する許容度は高かったが、得点状況は中国人

朝鮮語母語話者が韓国語母語話者より低かった。また、学習歴が同じである両母語話

者の比較からも同じような結果が見られた。これは、本研究の仮説2に反する結果で

あった。しかし、同一母語話者集団内では、 r~ 叶 (0ト) 畦ヰ /~eo (a) bat也/J

について許容度が高いグノレープが許容度の低いグノトプより日本語の授受補助動詞の

習得において正答率が高いことがわかった。このような結果は r~ 吋 (0ト) 世ヰ/

~eo (a) batda/ J の許容状況が少なからず日本語の r~てもらう」の習得に影響を

与えていると考えられる。つまり母語の正の転移が認められる結果であった。



―56―

日本語学習者の母語における授受表現の認識と日本語授受補助動詞の習得の関係について

今後、調査対象者の条件を厳密に揃えて調査を行い、日本語学習者の母語における

授受表現に対する認識と日本語の授受補助動詞の習得との関係だけではなく、日本語

の授受表現の習得における学習ストラテジーの個人差についてもさらなる考察を行い

たし、。
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